
『明恵上人伝記』所収和歌注釈（二）

　
　
　
私
の
こ
と
を
無
常
な
こ
の
世
を
捨
て
る
人
と
言
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は

　
　
　
分
か

っ

て

い

る
で
し
ょ
う
、
こ
の
私
が
世
間
の
人
か
ら
気
違
い
じ
み
て

　
　
　
い

る
と
言
わ
れ
る
身
で
あ
る
こ
と
を
。

【語
釈
】
○
常
ナ
ラ
ヌ
世
ヲ
捨
ツ
ル
ト
ハ
　
⑭
「
諸
行
ヲ
バ
無
常
ナ
リ
ト
テ
身
ヲ

　
捨
ル
人
」
を
受
け
た
表
現
。
末
尾
の
「
捨
ツ
ル
ト
ハ
」
は
、
底
本
と
高
山
寺

　
秀
智
本
以
外
は
「
捨
ル
共
（
ト
モ
）
」
。
『
歌
集
』
も
そ
う
で
あ
り
、
意
味
か
ら

　
考
え
て
も
本
来
は
「
ス
ツ
ル
ト
モ
」
が
妥
当
。
○
見
ル
　
見
て
知
っ
て
い
る
、

　
理
解
す
る
。
○
物
ク
ル
ハ
シ
ト
人
ハ
イ
フ
身
　
人
か
ら
気
狂
い
じ
み
て
い
る

　
と
言
わ
れ
る
明
恵
自
身
の
こ
と
。
「
物
ク
ル
ハ
シ
」
は
「
も
の
狂
ほ
し
」
に
同

　
じ
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
7
7
、
一
二
二
句
「
ヨ
ヲ
ス
ツ
ル
ト
モ
キ
ミ
ゾ
シ
ル
」

【考
察
】
⑭
へ
の
返
歌
。
明
恵
を
「
無
常
な
り
と
て
身
を
捨
つ
る
人
」
と
詠
ん
で

憧
れ
る
仏
性
に
、
明
恵
は
そ
の
意
志
を
確
か
め
る
か
の
よ
う
に
自
分
へ
の
世

　
評
を
示
し
た
。

⑯

跡

ヲ
ク
ラ
フ
シ
テ
入
ニ
シ
山
ノ
奥
ナ
レ
ド
君
ニ
ハ
見
セ
ヨ
峯
ノ
白
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
表
（
岩
波
㎜
頁
）

　
足
跡

を
く
ら
ま
し
て
入
っ
た
山
の
奥
で
あ
る
け
れ
ど
、
あ
な
た
に
は
私
の
足

　
跡
を
見
せ
て
や
り
な
さ
い
、
峰
の
白
雲
よ
。

【語
釈
】
○
ク
ラ
フ
シ
テ
　
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
意
。
『
歌
集
』
は
「
ク
ラ
シ
」
、

　
興
福
寺
b
本
・
東
大
寺
永
正
本
・
穂
久
遡
本
・
慶
雁
文
明
本
は
「
ク
ラ
シ

　
テ
」
、
上
人
物
語
本
は
「
ク
ラ
ク
シ
テ
」
で
本
文
が
乱
れ
て
い
る
。
底
本
の
初

句
「
跡
ヲ
ク
ラ
フ
シ
テ
」
は
大
き
く
字
余
り
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
7
8
、
初
句
「
ア
ト
ヲ
ク
ラ
シ
」
、
三
句
「
ミ
ネ
ナ
レ
ド
」

【考
察
】
白
雲
や
霧
に
導
か
れ
て
明
恵
の
求
法
の
跡
を
尋
ね
よ
う
と
詠
む
仏
性

　
に
対
し
て
、
峰
の
白
雲
に
呼
び
か
け
る
形
で
共
感
を
示
し
た
。
『
歌
集
』
で
は

　
76

「
シ
ラ
雲
ト
ミ
ネ
ノ
カ
ス
ミ
ニ
ム
ス
ボ
レ
テ
ノ
リ
ヲ
モ
ト
ム
ル
ア
ト
ヲ
タ

ヅ
ネ
ム
」
へ
の
返
歌
、
『
伝
記
』
で
は
対
応
す
る
贈
歌
が
な
い
。

〈
付
記
〉
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
複
写
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
慶
雁
義
塾
図
書
館
、
興
福
寺
、
東
大

　
　
　
寺
図
書
館
の
関
係
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、

　
　
　
本
研
究
は
平
成
1
9
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
B
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ

　
　
　
る
。

（11）

【校
里
ハ
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
・
高
秀
）
○
ク
ラ
フ
シ
テ
ー
口
．
一
．
（
興
a
）
ク
ラ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
テ
（
興
b
・
穂
・
東
永
）
カ
ラ
シ
テ
（
慶
文
）
ク
ラ
ク
シ
テ
（
物
）
○
見
セ
ヨ
ー
見
ヘ
ヨ
（
興
a
）

【通
釈
】

認

，
乞
o
叶
①
o
り
o
h
弍
畏
①
日
．
．
］
≦
ぺ
o
o
o
o
司
8
日
O
①
口
匡
、
、
（
N
）

＊
＊
↓
器
国
障
芦
o
（
』
昌
芦
①
ψ
・
。
い
呂
ぴ
q
§
σ
q
①
①
邑
い
｛
［
隅
日
后
『
め
）

キ
ー
ワ
ー
ド
　
明
恵
・
伝
記
・
和
歌



四

　
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
喩
え
る
こ
と
に
よ
っ
た
表
現
で
、
明
恵
は
五
秘
密
の

本
尊
で
あ
る
欲
・
触
・
愛
・
慢
の
四
金
剛
菩
薩
を
四
摂
菩
薩
に
比
定
し
て
い

　
る
（
『
五
秘
密
』
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
秘
宝
蔵
』
巻
下
な
ど
）
。
○
弱
畔
鑓
斜

富
け
（
鉤
召
）
げ
口
日
（
索
引
）
ぴ
①
日
（
錬
縛
）
け
o
庁
（
歓
喜
）
の
音
写
。
四
摂
菩

薩
の
真
言
種
子
。
五
秘
密
の
真
言
の
一
部
で
も
あ
る
。
明
恵
は
「
弱
畔
錫

斜
」
を
「
釣
召
・
引
入
縛
シ
．
ア
歓
喜
セ
シ
ム
ル
也
。
上
二
向
ア
ハ
諸
仏
．
功
徳
．
釣
召
シ
テ

　
下
シ
テ
一
切
衆
生
ニ
サ
ヅ
ケ
、
下
二
向
三
一
切
衆
生
．
哀
．
、
テ
ツ
リ
ョ
セ
テ
仏
法
二

　入
レ
．
．
ル
也
」
（
『
五
秘
密
』
聡
頁
上
）
と
説
明
す
る
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
9
1
、
詞
書
「
如
来
大
慈
悲
ニ
ョ
リ
テ
教
法
ニ
ア
ヒ
テ
、
ヤ

　
ウ
ヤ
ク
ニ
オ
コ
ナ
ビ
ツ
ト
ム
ル
ニ
、
仏
果
モ
ト
ヲ
カ
ラ
ネ
バ
」
、
第
三
句
「
ウ

カ
ブ
ナ
リ
」

【考
察
】
魚
を
釣
り
上
げ
る
か
の
よ
う
に
衆
生
を
仏
法
に
導
く
菩
薩
の
行
為
を

詠
み
な
が
ら
、
ジ
ャ
ク
・
ウ
ン
・
バ
ン
・
コ
ク
を
舟
を
漕
ぐ
音
に
な
ぞ
ら
え

　
た
。
一
首
の
世
界
は
、
馬
飼
い
が
馬
を
歩
か
せ
る
と
き
の
掛
け
声
「
あ
し
あ

　
し
」
を
「
阿
字
阿
字
」
と
聞
き
と
っ
て
感
涙
に
む
せ
ん
だ
と
い
う
徒
然
草
幽

　
段
に
通
じ
て
い
る
。

　
　
又
或
時
、
仏
性
聖
人
、
樗
伽
山
．
草
庵
二
来
臨
シ
テ
ヨ
メ
ル

⑭

諸
行
ヲ
バ
無
常
ナ
リ
ト
テ
身
ヲ
捨
ル
人
ノ
心
ニ
ナ
ル
ヨ
シ
モ
ガ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
表
（
岩
波
5
0
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
）
○
又
1
な
し
（
高
慶
四
三
同
秀
）
○
或
時
1
な
し
（
興
b
・

　
高
秀
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
仏
性
ー
な
し
（
高
秀
）
○
聖
人
－
上
人
（
高
慶
四
・
興
a
・

　
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
）
な
し
（
高
秀
）
○
拐
伽
山
，
草
庵
。
1
な
し
（
高
慶
四
）
○
捨
ル
ー
舎
ル

　
（
慶
文
）

【通
釈
】

　
ま
た
あ
る
時
、
仏
性
聖
人
が
楊
伽
山
の
草
庵
を
お
訪
ね
に
な
っ
て
詠
ん
だ
歌

　
　
　

こ
の
世
の
す
べ
て
の
現
象
は
無
常
だ
と
い
っ
て
遁
世
し
た
上
人
の
御
心

　
　
　
に
な
る
方
法
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
。

【語
釈
】
○
或
時
　
『
歌
集
』
7
5
の
詞
書
か
ら
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
四
月
九

　
日
の
詠
と
知
ら
れ
る
。
○
仏
性
聖
人
　
『
鳳
笙
師
伝
相
承
』
に
「
利
秋
一
男
。

　
南
都
笙
正
統
。
菩
提
山
僧
也
」
と
あ
る
豊
原
利
秋
の
子
・
仏
性
か
（
小
澤
サ

　
ト
子
）
。
仏
性
の
名
は
『
躰
源
抄
』
中
の
「
鳳
笙
相
伝
」
や
「
大
家
笛
血
脈
」

　

（『続
群
書
類
従
1
9
上
』
）
に
も
見
え
る
。
菩
提
山
は
奈
良
の
菩
提
山
正
暦
寺

　
か
。
正
暦
寺
は
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
、
興
福
寺
別
当
で
あ
っ
た
信
円
（
藤

　
原
忠
通
の
子
）
が
再
建
・
復
興
し
、
以
後
興
福
寺
の
別
院
と
な
っ
た
。
○
樗

伽
山
　
高
山
寺
石
水
院
の
北
側
に
あ
る
山
の
こ
と
で
、
楊
伽
経
に
ち
な
ん
で

名
付
け
ら
れ
た
。
↓
④
【
語
釈
】
。
○
来
臨
　
他
者
の
来
訪
を
意
味
す
る
敬

　
語
。
○
諸
行
　
こ
の
世
の
す
べ
て
の
現
象
。
○
人
　
明
恵
を
指
す
。
○
よ
し

も
が
な
　
「
よ
し
」
は
方
法
。
「
も
が
な
」
は
他
に
対
す
る
願
望
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
7
5
、
詞
書
「
建
保
四
年
四
月
九
日
、
仏
性
上
人
拐
伽
山
ノ

草
庵
二
来
臨
。
以
四
首
和
歌
来
。
中
二
首
詠
愚
僧
籠
居
事
」

【考
察
】
こ
の
世
の
無
常
を
悟
り
、
遁
世
し
て
修
行
に
専
念
す
る
明
恵
の
境
地
へ

　
の
憧
れ
を
詠
ん
だ
仏
性
上
人
の
一
首
。

　
　
上
人
御
返
歌

⑮

常
ナ
ラ
ヌ
世
ヲ
捨
ツ
ル
ト
ハ
君
ゾ
見
ル
物
ク
ル
ハ
シ
ト
人
ハ
イ
フ
身
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
表
（
岩
波
皿
頁
）

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
）
○
上
人
御
返
歌
－
返
寄
（
高
慶
四
）
上
人
返
事
（
興
a
・
物
）

　
返
（
興
b
）
返
事
（
穂
・
東
永
）
返
シ
（
慶
文
）
○
捨
ツ
ル
ト
ハ
ー
捨
ル
共
（
高
慶
四
・
興
a
・

　
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
物
ク
ル
ハ
シ
ト
ー
物
ク
ル
ワ
シ
キ
（
高
慶
四
）

【通
釈
】

　
上

人
の
御
返
歌

一
（10）



『明恵上人伝記』所収和歌注釈（二）30

　
あ
っ
た
国
。
〇
五
六
十
里
　
二
五
〇
～
三
〇
〇
㍑
。
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る

　
が
、
一
里
を
五
～
六
町
と
し
て
試
算
す
る
と
一
里
は
約
五
〇
〇
㍑
。
○
師
子

　
国
　
今
の
ス
リ
ラ
ン
カ
。
○
羅
婆
那
城
　
師
子
国
に
あ
っ
た
羅
婆
那
夜
叉
王

　
の
城
。
○
榜
伽
山
　
↓
④
【
語
釈
】
。
〇
四
五
尺
　
約
一
二
〇
～
一
五
〇
升
．
。

時
代
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
一
尺
は
約
三
〇
舳
．
。
〇
二
丈
　
約
六
層
。
一

丈
は
一
尺
の
十
倍
。
○
金
剛
智
三
蔵
（
六
七
一
－
七
四
一
）
　
中
イ
ン
ド
出
身

　
の
僧
で
、
真
言
宗
の
付
法
第
五
祖
と
さ
れ
る
。
不
空
の
師
。
イ
ン
ド
の
ナ
ー

　

ラ
ン
ダ
寺
院
で
出
家
し
、
三
一
歳
の
と
き
南
イ
ン
ド
で
龍
智
菩
薩
か
ら
金
剛

頂
経
系
統
の
密
教
を
授
け
ら
れ
た
後
、
『
金
剛
頂
略
出
念
諦
経
』
四
巻
な
ど
を

　
漢
訳
し
、
中
国
に
密
教
を
広
め
た
。
○
文
影
　
紋
様
。
こ
こ
で
は
釈
迦
如
来

　
の
足
の
千
輻
輪
相
を
い
う
。
○
輪
ー
相
　
「
千
輻
輪
相
」
に
同
じ
。
↓
⑨
【
語

釈
】
。
○
定
心
石
　
↓
⑪
【
語
釈
】
。
○
遺
跡
窟
　
『
高
山
寺
縁
起
』
（
棚
頁
）

　
に
、
縄
床
樹
・
定
心
石
よ
り
少
し
奥
に
坐
禅
に
適
し
た
石
窟
が
あ
り
、
そ
こ

　
に
仏
足
石
を
模
し
て
作
っ
て
遺
跡
窟
と
名
付
け
た
こ
と
、
そ
こ
で
坐
禅
入
観

　
に
つ
と
め
た
こ
と
が
書
か
れ
る
。
↓
⑪
【
考
察
】
。
○
満
月
ノ
面
　
釈
尊
の
顔

を
満
月
に
見
立
て
た
表
現
。
○
巌
　
高
く
そ
び
え
た
岩
。
こ
こ
で
は
、
定
心

　
石
の
奥
に
あ
る
、
仏
の
足
跡
を
彫
り
つ
け
た
大
盤
石
を
指
す
。
○
足
ヲ
コ
ソ

　
ス
レ
　
足
を
地
面
等
に
摺
り
つ
け
る
「
足
摺
」
は
、
強
く
嘆
き
悲
し
む
と
き

　
の
身
体
表
現
。

【参
考
】
◆
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
巻
第
十
四
・
金
剛
智
伝
「
次
行
至
噌
呵

那
国
国
管
宝
山
。
…
（
中
略
）
…
時
逢
寵
堀
皆
是
先
霊
修
道
之
所
。
山
中
香

花
草
木
不
可
称
計
。
不
停
不
滞
七
日
肇
縁
方
至
山
頂
。
尋
求
霊
跡
見
一
円
石
。

　
可
高
四
五
尺
許
方
広
可
有
二
丈
。
仏
之
右
足
隠
在
石
上
見
有
損
訣
。
心
即
生

疑
謂
之
非
是
仏
跡
。
仰
天
号
泣
憶
昔
如
来
。
遂
感
五
色
雲
現
及
有
円
光
仏
跡

相
輪
分
明
顕
現
。
聞
有
声
言
。
此
真
仏
跡
。
但
為
往
代
衆
生
将
来
業
重
留
此

跡
耳
。
聞
已
歓
喜
香
花
供
養
。
…
（
中
略
）
…
其
山
下
五
六
十
里
外
周
有
山

囲
続
。
状
如
域
壁
。
山
上
総
是
白
雲
。
国
人
号
名
楊
伽
城
山
。
山
外
西
北
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　

師
子
国
界
。
余
是
大
海
」
（
大
正
蔵
五
五
巻
8
7
～
8
7
頁
）

【考
察
】
詞
書
に
載
る
金
剛
智
の
逸
話
は
、
唐
の
円
照
に
よ
る
『
貞
元
新
定
釈
教

目
録
』
の
「
金
剛
智
伝
」
に
沿
っ
た
内
容
。
こ
の
『
貞
元
真
定
釈
教
目
録
』

　
は
、
鎌
倉
初
期
の
高
山
寺
経
蔵
の
実
態
を
示
す
高
山
寺
蔵
『
唐
本
一
切
経
目

録
』
（
『
明
恵
上
人
資
料
　
第
四
』
所
収
）
に
も
書
名
が
見
え
、
明
恵
が
『
貞

元
真
定
釈
教
目
録
』
の
「
金
剛
智
伝
」
を
目
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。
な
お
、

時
代
は
下
る
が
栄
海
編
『
真
言
伝
』
（
一
三
二
五
成
立
）
の
「
金
剛
智
伝
」
に

も
同
様
の
話
が
見
え
る
。

　
　
　
上
人
或
時
読
給
ケ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
リ
ブ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ク
ウ
ム
ハ
ン
コ
ク

⑬

生
死
海
二
慈
悲
ノ
釣
舟
出
ニ
ケ
リ
漕
行
ヲ
ト
ハ
弱
件
鍵
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
表
（
岩
波
励
頁
）

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
三
同
慶
四
）
○
上
人
或
時
読
給
ケ
ル
ー
な
し
（
興
a
・
興
b
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ヤ
ク
ウ
ム
バ
ン
コ
ク

　
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
仏
性
上
人
（
高
秀
）
○
弱
件
錫
斜
－
弱
咋
銭
解
（
興
a
）
弱
件
鎧
解

　
（
高
秀
）
弱
件
錫
解
（
物
・
穂
）

【通
釈
】

　
明
恵
上
人
が
あ
る
と
き
お
詠
み
に
な
っ
た
歌

　
　
　
果
て

し
な
い
生
死
の
海
に
、
衆
生
を
い
つ
く
し
み
哀
れ
ん
で
救
っ
て
く

　
　
　
れ
る
釣
舟
が
浮
か
ん
で
い
る
。
そ
の
舟
に
乗
る
菩
薩
は
、
鈎
と
網
と
鎖

　
　
　
で
魚
を
釣
り
上
げ
て
捕
ら
え
る
か
の
よ
う
に
衆
生
を
仏
法
に
導
い
て
歓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
く
う
ん
ば
ん
こ
く
　

　
　
　
喜
さ
せ
、
漕
ぎ
ゆ
く
そ
の
音
は
弱
件
鍵
斜
と
聞
こ
え
て
く
る
な
あ
。

【語
釈
】
○
生
死
海
　
生
死
を
繰
り
返
す
果
て
し
な
い
世
界
を
海
に
喩
え
た
表

現
。
○
慈
悲
ノ
釣
舟
　
菩
薩
の
慈
悲
に
よ
る
救
済
行
為
を
釣
り
に
喩
え
た
。

　
四
摂
菩
薩
（
密
教
で
、
金
剛
界
曼
陀
羅
中
の
鉤
・
索
・
錬
・
鈴
の
四
菩
薩
）

　
が
衆
生
を
仏
法
に
導
く
行
為
を
、
鉤
・
索
・
錬
で
魚
を
釣
り
、
歓
喜
の
思
い

一
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31

　
　
遺
跡

ヲ
尋
見
給
フ
ニ
、
文
影
損
欠
セ
リ
。
仏
跡
二
非
ザ
ル
カ
ト
疑
フ
。
干
時

　
　
　
　
　
　
タ
ナ
ビ
キ

　
　
五
色
ノ
雲
請
テ
、
其
中
二
円
光
ア
テ
仏
跡
ヲ
照
．
。
其
，
時
二
輪
ー
相
分
明
二
顕
ー

　
　
現
ス
。
空
中
二
有
テ
レ
声
告
テ
云
ク
、
是
誠
．
仏
跡
也
。
如
来
将
来
．
衆
生
．
為
二
此

　
　
跡

ヲ
留
．
置
キ
給
ヘ
リ
ト
云
々
。
三
蔵
、
其
声
ヲ
聞
二
歓
喜
．
泪
セ
キ
ア
ヘ
ズ
。

　
　
此
事
思

出
サ
レ
テ
浦
山
敷
ケ
レ
バ
、
此
定
心
石
．
奥
二
大
盤
石
ア
リ
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
リ

　
　
石
．
上
二
仏
．
御
足
．
跡
ヲ
彫
付
．
供
養
ヲ
ナ
シ
給
。
伍
遺
跡
窟
ト
名
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
シ

⑫
満
月
ノ
面
ヲ
見
ザ
ル
悲
サ
ニ
巌
ノ
上
二
足
ヲ
コ
ソ
ス
レ

　
　
　
　
　
『伝
記
』
巻
上
・
四
十
五
丁
表
～
四
十
六
丁
表
（
岩
波
珊
・
皿
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
魯
崎
那
国
－
噌
崎
那
国
（
興
a
）
櫓
崎
那
国

　

（興
b
・
高
秀
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
キ
ビ
シ
キ
ー
キ
ビ
シ
ク
シ
テ
（
物
）
○
西
北
－
西

　
国
（
興
a
）
○
連
ナ
リ
ー
烈
．
ア
（
興
a
）
連
テ
（
興
b
）
連
．
リ
（
物
）
ツ
ラ
ナ
リ
テ
（
穂
・
東
永
・

　
慶
文
）
○
其
外
ハ
皆
－
其
．
外
二
（
慶
文
）
○
国
．
人
ー
な
し
（
高
秀
）
○
是
ヲ
ー
な
し
（
高
秀
）
○

　
山
．
頂
ニ
ー
昔
金
剛
智
三
蔵
麦
二
至
．
ア
見
二
山
，
頂
二
（
興
a
）
昔
金
剛
智
三
蔵
此
山
．
頂
二
（
興
b
・
物
・

　
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
如
来
．
御
足
－
如
来
，
右
御
足
（
興
a
）
如
来
右
．
足
跡
（
興
b
・
物
）
○
金

　
剛
智
三
蔵
ー
三
蔵
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
其
遺
跡
ヲ
尋
見
給
フ
ニ
ー
是
見
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ツ

　

（興

a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
文
影
損
欠
セ
リ
ー
仏
跡
無
力
如
ク
損
滅
．
然
ハ
三
蔵
是
．

　
悲
玉
．
（
高
秀
）
文
形
損
欠
セ
リ
（
興
b
）
文
彰
損
歓
セ
リ
（
物
）
○
仏
跡
。
1
誠
，
仏
跡
。
（
興
a
）
な

　

し
（
高
秀
）
其
跡
。
（
東
永
）
○
非
ザ
ル
カ
ト
疑
フ
ー
な
し
（
高
秀
）
○
干
時
－
髪
。
（
興
a
・
穂
）

　
髪
二
忽
二
（
興
b
・
物
・
東
永
・
慶
文
）
○
其
中
ニ
ー
其
上
一
（
物
）
○
仏
跡
ヲ
照
ス
。
其
．
時
ニ
ー
な
し

　

（興

a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
空
中
ニ
ー
な
し
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
．
東
永
．

　

慶
文
）
○
給
ヘ
リ
ト
云
々
1
給
（
興
a
）
給
ヘ
リ
（
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
其
声
ー
此
声

　
（
興
a
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
此
音
（
興
b
）
○
歓
喜
．
泪
セ
キ
ア
ヘ
ズ
ー
身
，
気
ヨ
立
歓
喜
，
思
．

　
発
．
．
ア
発
露
涕
泣
．
（
興
a
）
歓
喜
ノ
思
．
発
．
発
露
涕
泣
．
（
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
思

　
出
サ
レ
テ
ー
な
し
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
此
声
疋
心
石
－
定
心
石
（
高
秀
）
○
奥
。

　
1
な
し
（
東
永
）
○
大
盤
石
ア
リ
ー
大
盤
石
有
其
辺
二
．
一
ア
坐
禅
．
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
リ

　

永
・
慶
文
）
盤
石
ア
リ
（
高
秀
）
○
其
石
－
此
石
（
興
a
・
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
彫
付
ア
ー

　
彫
付
玉
テ

（高
秀
）
○
供
養
ヲ
ー
供
養
．
（
物
）
○
ナ
シ
給
－
成
（
興
a
）
作
．
（
興
b
）
な
し

　

（物
）
ナ
ス
（
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
伍
－
伍
．
号
．
一
．
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）

　
○
名
ク
ー
名
髪
ア
読
給
ケ
リ
（
興
a
）
○
巌
ノ
上
－
岩
ヲ
カ
上
（
慶
文
）

【通
釈
】

　
　
ま
た
天
竺
の
魯
崎
那
国
に
大
き
な
山
が
あ
っ
た
。
山
頂
か
ら
五
、
六
十
里

　
　
ほ

ど
下
っ
た
外
側
を
山
が
取
り
囲
ん
で
お
り
、
険
し
い
形
の
垣
の
よ
う
に

　
　
見
え
る
。
過
去
の
高
僧
た
ち
が
修
行
し
た
神
聖
な
遺
跡
が
多
く
、
か
ぐ
わ

　
　
し
い
花
や
素
晴
ら
し
い
草
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
西
北
は
師
子
国
に
つ

　
　
な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
外
は
す
べ
て
大
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
魯
崎
那
国

　
　
の
人

は
、
師
子
国
の
羅
婆
那
城
に
な
ぞ
ら
え
て
、
こ
の
山
を
楊
伽
山
と
名

　
　
付
け
た
。
山
の
頂
上
に
は
三
つ
の
丸
い
石
が
あ
り
、
そ
の
高
さ
は
四
五
尺

　
　
で
、
広
さ
が
二
丈
ほ
ど
あ
っ
た
。
釈
迦
如
来
の
御
足
の
跡
が
そ
の
上
に
あ
っ

　
　
た
。
金
剛
智
三
蔵
が
、
そ
の
遺
跡
を
尋
ね
て
御
覧
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
仏

　
　
足
の
紋
様
が
破
損
し
て
お
り
、
仏
跡
で
な
い
の
か
と
疑
っ
た
。
そ
の
と
き
、

　
　
五
色
の
雲
が
た
な
び
き
、
そ
の
な
か
に
丸
い
光
が
あ
っ
て
そ
の
仏
跡
を
照

　
　
ら
し
、
そ
の
と
き
に
千
輻
輪
相
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
。
空
中
に
声
が
し

　
　
て

「
こ
れ
は
真
の
仏
跡
で
あ
る
。
如
来
が
将
来
の
衆
生
の
た
め
に
こ
の
跡

　
　
を
留
め
お
か
れ
た
の
だ
」
と
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
三
蔵
は
、
こ
の
声
を

　
　
聞
い
て
、
歓
喜
の
涙
を
こ
ら
え
き
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
故
事
が
思
い
出
さ

　
　
れ
て

う
ら
や
ま
し
か
っ
た
の
で
、
こ
の
定
心
石
の
奥
に
大
盤
石
が
あ
っ
た

　
　

が
、
そ
の
石
の
上
に
仏
の
御
足
の
跡
を
彫
り
つ
け
て
供
養
を
し
て
、
遺
跡

　
　
窟
と
名
付
け
た
。

　
　
　
満
月
の
よ
う
な
仏
の
お
顔
を
拝
見
で
き
な
い
の
が
悲
し
く
て
、
岩
の
上

　
　
　

に
足
を
す
り
つ
け
て
嘆
く
こ
と
だ
。

【語
釈
】
○
魯
崎
那
国
　
唐
代
に
円
照
が
撰
述
し
た
一
切
経
目
録
『
貞
元
新
定
釈

　
教

目
録
』
の
金
剛
智
伝
に
は
「
櫓
呵
那
国
」
と
あ
る
。
師
子
国
の
近
く
に

一
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『明恵上人伝記』所収和歌注釈（二）詔

　
　
同
じ
年
の
正
月
十
二
日
の
夜
明
け
に
、
こ
の
樹
の
下
で
坐
禅
を
し
た
。
風

　
が

は
げ
し
く
吹
き
、
雪
や
霰
が
ひ
ど
く
降
っ
て
、
衣
の
袖
に
霞
が
た
ま
っ
て

　
い
た
の
で
、
修
行
を
終
え
た
と
き
に
、

　
　
　
松
の
下
に
あ
る
岩
の
上
で
坐
禅
を
し
て
過
ご
し
て
い
る
と
、
墨
染
め
の

　
　
　
衣
の
袖
に
霰
が
降
り
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
衣
裏
繋
珠
」
そ
の

　
　
　
も
の
で
、
衣
に
白
い
宝
珠
が
繋
け
ら
れ
た
よ
う
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
歌
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
天
皇
の
お
耳
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
天

皇
が
感
動
さ
れ
て
、
続
後
撰
集
に
入
れ
ら
れ
た
。

【語
釈
】
○
華
宮
殿
　
↓
④
【
語
釈
】
。
○
定
心
石
　
坐
禅
し
て
心
を
統
一
す
る

　
た
め
の
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
名
。
『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
・
六
四
で
は
、
唐

　
の
善
導
の
修
行
地
と
し
て
名
高
い
悟
真
寺
の
石
に
模
し
た
と
書
か
れ
る
。
○

縄
床
樹
　
「
縄
床
」
は
僧
侶
が
坐
禅
の
際
に
用
い
る
腰
掛
け
で
、
座
面
や
背
に

縄
を
張
っ
た
も
の
。
根
本
が
二
股
に
な
っ
て
お
り
、
坐
禅
に
適
し
た
樹
で
あ

る
こ
と
か
ら
の
名
。
○
同
年
　
『
伝
記
』
で
は
、
こ
れ
以
前
に
元
仁
元
年
の
記

事
が
見
え
、
元
仁
元
年
の
記
事
と
推
定
さ
れ
る
。
『
行
状
』
に
は
「
元
仁
元
年

岬
冬
拐
伽
山
の
峯
二
蟄
居
ス
、
其
間
ノ
記
録
別
ニ
ア
リ
、
余
事
．
ト
ド
メ
テ
偏
二
坐

禅
入
観
．
勤
ト
ス
」
（
5
7
頁
）
と
あ
り
、
元
仁
元
年
の
冬
が
坐
禅
に
集
中
し
た

時
期
と
知
ら
れ
る
。
○
出
定
　
↓
⑤
【
語
釈
】
。
○
墨
染
　
黒
色
の
僧
衣
。

　

「
墨
」
に
、
松
の
下
・
巖
の
上
に
「
住
み
」
を
掛
け
る
。
○
カ
ケ
シ
白
玉

僧
衣
の
袖
に
降
り
か
か
っ
た
霰
を
「
衣
裏
繋
珠
」
の
喩
え
で
説
か
れ
る
宝
珠

　
に
見
立
て
た
表
現
。
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
品
に
説
か
れ
る
「
衣
裏
繋
珠
」
は

法
華
七
喩
の
一
つ
で
、
古
来
多
く
和
歌
に
詠
ま
れ
た
題
材
。
貧
し
い
男
が
、

裕
福
な
親
友
が
衣
の
裏
に
縫
い
付
け
て
お
い
て
く
れ
た
宝
珠
に
気
付
か
な
い

ま
ま
放
浪
の
旅
に
出
て
、
後
に
親
友
に
指
摘
さ
れ
て
宝
珠
の
存
在
に
気
付
く

と
い
う
話
で
、
宝
珠
は
仏
の
智
慧
の
喩
え
。
○
天
聴
　
天
皇
が
聴
く
こ
と
。

○
御
感
　
天
皇
な
ど
の
貴
顕
が
感
動
す
る
こ
と
。
○
続
後
撰
集
　
『
新
勅
撰

　
集
』
の
誤
り
。
『
続
後
撰
集
』
に
こ
の
歌
は
見
え
な
い
。

【参
考
】
◆
『
新
勅
撰
集
』
四
、
詞
書
「
住
房
の
西
の
た
に
に
い
は
ほ
あ
り
、
定

　
心
石

と
な
つ
く
、
松
あ
り
、
縄
床
樹
と
な
つ
く
、
も
と
ふ
た
え
だ
に
し
て
坐

　
す
る
に
た
よ
り
あ
り
、
正
月
ゆ
き
ふ
る
日
、
す
こ
し
ひ
ま
あ
る
ほ
ど
坐
禅
す

　
る
に
、
松
の
あ
ら
し
は
げ
し
く
ふ
き
て
、
す
み
ぞ
め
の
そ
で
に
あ
ら
れ
の
ふ

　
り
つ
も
り
て
侍
り
け
る
を
、
つ
つ
み
て
い
し
の
う
へ
を
た
つ
と
て
、
衣
裏
明

珠
の
た
と
ひ
を
お
も
ひ
い
で
て
よ
み
侍
り
け
る
」
、
初
二
句
「
ま
つ
の
し
た
い

は
ね
の
こ
け
に
」
◆
『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
・
六
四
、
初
二
句
「
岩
の
う
へ

松
の
木
陰
に
」
、
五
句
「
か
け
し
そ
の
玉
」

【考
察
】
【
語
釈
】
「
同
年
」
で
あ
げ
た
『
行
状
』
元
仁
元
年
冬
の
記
事
の
末
尾
に

　
は
「
縄
床
樹
定
心
石
等
ノ
遺
跡
ノ
別
記
ニ
ア
リ
」
（
5
8
頁
）
と
あ
り
、
『
高
山
寺

縁
起
』
に
は
「
又
花
宮
殿
西
不
ズ
シ
．
ア
遠
，
．
．
一
有
リ
一
株
ノ
松
一
、
依
テ
三
宴
坐
二
有
ル
ニ
ニ

便
一
名
，
縄
床
樹
一
、
樹
下
二
有
磐
石
、
名
定
心
石
一
、
卜
此
樹
床
常
坐
禅
入
観
．
、

又
従
此
至
奥
、
不
経
幾
程
、
有
一
石
窟
、
又
宜
宴
坐
、
於
此
処
為
模
二
如
来
双

足
輪
之
跡
、
号
遺
跡
窟
ト
一
、
常
遊
止
シ
テ
此
窟
、
又
坐
禅
入
観
．
、
旦
ハ
有
別
記
」

　
（
棚
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
拐
伽
山
に
し
つ
ら
え
た
遺
跡
と
そ
こ
で
の

修
行
の
記
録
が
別
に
あ
っ
た
と
知
ら
れ
、
そ
れ
が
明
恵
の
散
侠
し
た
歌
文
集

　

『榜
伽
山
伝
』
に
当
た
る
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
吉
原
シ
ケ
コ
他
）
。
明
恵

が
縄
床
樹
で
坐
禅
す
る
姿
は
、
「
明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
像
」
（
高
山
寺
蔵
・
成

忍
筆
・
国
宝
）
で
名
高
い
。

又
天
竺
魯
崎
那
国
二
大
山
ア
リ
。
山
頂
ヨ
リ
下
ル
事
、
五
六
十
里
．
外
二
巡
テ

山
ア
リ
。
形
キ
ビ
シ
キ
培
．
如
シ
。
先
聖
修
道
．
霊
跡
多
ク
、
香
華
名
草
充

満
セ
リ
。
西
北
ハ
師
子
国
二
連
ナ
リ
、
其
外
ハ
皆
大
海
ナ
リ
。
国
、
人
、
羅
婆

那
城
二
准
ヘ
テ
、
是
ヲ
楊
伽
山
ト
名
ク
。
山
、
頂
二
三
．
円
石
ア
リ
。
高
サ
四
五

尺
、
広
サ
ニ
丈
計
也
。
如
来
．
御
足
．
跡
、
其
上
ニ
ア
リ
。
金
剛
智
三
蔵
、
其

一
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【通
釈
】

　
入
滅
が
近
づ
い
て
、
こ
の
石
に
自
分
で
書
き
付
け
ら
れ
た
歌

　
　
　
私
が
死
ん
だ
後
に
愛
お
し
む
人
が
い
な
け
れ
ば
、
も
と
の
と
こ
ろ
に
飛

　
　
　
ん

で
帰
っ
て
お
し
ま
い
な
さ
い
、
高
嶋
の
石
よ
。

【語
釈
】
○
此
石
高
嶋
（
鷹
島
）
の
石
の
こ
と
。
『
伝
記
』
で
は
⑨
に
続
い
て

⑩
が
所
収
さ
れ
、
⑨
の
蘇
婆
石
と
鷹
島
の
石
が
同
一
で
あ
る
よ
う
に
書
か
れ

　
る
が
、
こ
の
二
つ
は
別
物
。
明
恵
の
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
栂
尾
の
高
山
寺
に

　
二

つ
の

石
が
現
存
し
、
鷹
島
石
に
は
当
該
歌
を
書
い
た
墨
跡
が
わ
ず
か
に

　
残
っ
て
い
る
。
吉
原
シ
ケ
コ
『
明
恵
上
人
歌
集
の
研
究
』
に
詳
細
な
解
説
が

　
あ
る
。
○
高
嶋
　
鷹
島
に
同
じ
で
、
紀
州
の
湯
浅
湾
沖
に
浮
か
ぶ
小
島
。
○

　
カ
ヘ
レ
ネ
　
　
『
歌
集
』
の
他
、
穂
久
遍
本
と
東
大
寺
永
正
本
は
「
カ
ヘ
リ

　
ネ
」
。
も
と
も
と
は
「
帰
る
」
の
連
用
形
に
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
命
令
形

　

「
ね
」
が
接
続
し
た
「
カ
ヘ
リ
ネ
」
で
あ
っ
た
か
。
帰
っ
て
し
ま
い
な
さ
い

　
の
意
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
4
5
、
詞
書
「
紀
州
ノ
浦
ニ
タ
カ
シ
マ
ト
申
ス
シ
マ
ア
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　

カ
ノ
シ
マ
ノ
石
ヲ
ト
リ
テ
ツ
ネ
ニ
フ
ヅ
ク
ヘ
ノ
ホ
ト
リ
ニ
オ
キ
給
シ
ニ
カ
キ

　
ツ
ケ
ラ
レ
シ
」
、
初
二
句
「
ワ
レ
サ
リ
テ
ノ
チ
ニ
シ
ノ
バ
ム
」
、
四
句
「
ト
ビ

　
テ
カ
ヘ
リ
ネ
」
◆
『
玉
葉
集
』
脇
、
詞
書
「
紀
伊
国
た
か
し
ま
と
申
す
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
石

を
と
り
て
文
つ
く
ゑ
の
あ
た
り
に
お
き
て
侍
り
け
る
に
、
か
き
つ
け
け

　
る
」
、
初
二
句
「
わ
れ
さ
り
て
後
に
し
の
ば
ん
」
四
句
「
と
び
て
か
へ
り
ね
」

【考
察
】
明
恵
は
石
、
島
、
魚
や
貝
、
樹
木
な
ど
、
人
で
な
い
も
の
に
も
慈
愛
の

　
情
を
深
く
抱
い
た
。
『
行
状
』
に
は
、
明
恵
が
鷹
島
の
そ
ば
に
浮
か
ぶ
苅
磨
島

　
を
恋
慕
し
て
手
紙
を
送
っ
た
り
（
3
6
頁
）
、
神
護
寺
の
中
門
の
脇
に
あ
る
桜
を

　
恋

し
く
思
っ
た
り
（
3
8
頁
）
、
海
中
の
魚
貝
類
に
真
言
や
陀
羅
尼
を
唱
え
て
救

　
済
を
祈
っ
た
り
（
皿
頁
）
し
た
と
あ
る
。

　
　
又
華
宮
殿
．
西
．
谷
二
一
．
盤
石
ア
リ
。
定
心
石
ト
名
ク
。
一
株
ノ
松
ア
リ
。
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
タ
ヱ

　
　
床
樹
ト
名
ク
。
其
松
．
本
、
二
重
ニ
シ
テ
坐
ス
ル
ニ
便
リ
ア
リ
。
常
二
其
上
ニ

　
　

シ
テ
坐
禅
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ビ
タ
ヘ
シ
ク

　
　
同
年
正
月
十
二
日
．
暁
、
此
．
樹
下
二
坐
禅
．
。
風
烈
．
ク
、
雪
霰
彩
　
敷
降
テ
、

　
　
袖
二
霰
ノ
タ
マ
リ
ケ
レ
バ
出
定
．
時
、

⑪
　
　
松
ガ
下
巌
ノ
上
二
墨
染
ノ
袖
ノ
霰
ヤ
カ
ケ
シ
白
玉

　
　
　
　
イ
カ
　
へ

　
　
此
歌
如
何
シ
テ
カ
天
聴
二
達
シ
ケ
ン
、
御
感
ア
ツ
テ
則
続
後
撰
集
二
入
ラ
レ

　
　
ケ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
五
丁
表
（
岩
波
囎
頁
）

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
三
同
慶
四
）
○
又
1
な
し
（
高
秀
）
○
本
ー
な
し
（
興
a
）
木

　
　
　
　
　
フ
タ
ヱ

　
（
慶
文
）
〇
二
重
－
両
枝
（
興
a
）
○
其
上
ニ
シ
テ
ー
其
上
二
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
．

　
　
　
　
　
　
エ
　
ボ
　

　
慶
文
）
其
松
．
下
　
．
シ
．
ア
（
高
秀
）
○
坐
禅
ス
ー
坐
禅
シ
給
ケ
リ
（
興
a
）
○
同
年
ー
元
仁
元
年
（
興

　

a
・
高
秀
）
元
仁
二
年
（
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
暁
－
朝
口
（
興
a
）
朝
二
（
興
b
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ビ
タ
ヘ
シ
ク

　
穂
・
東
永
・
慶
文
）
朝
（
物
）
○
此
．
樹
下
二
坐
禅
．
1
な
し
（
物
）
○
雪
霰
彩
　
敷
降
テ
、
袖
二
霰

　
ノ
タ
マ
リ
ケ
レ
バ
出
定
，
時
－
雪
気
ナ
ル
ニ
其
所
。
行
．
坐
．
及
暁
天
三
出
定
・
身
．
被
．
埋
雪
三
袖
．

　
ア
ラ
レ

　

電

積
ル
ニ
雪
．
後
又
電
．
二
成
ケ
ル
モ
不
テ
知
一
（
興
a
）
雪
深
二
其
松
．
本
二
行
テ
坐
ス
及
暁
天
↓
出
定
身
モ

　

雪
。
ウ
ツ
モ
レ
袖
。
モ
霰
ツ
モ
レ
ル
ニ
雪
後
又
ア
ラ
レ
ニ
ナ
リ
ケ
ル
モ
被
知
．
（
物
）
雪
降
。
其
処
。

　
行
ア
坐
．
暁
天
二
及
一
ア
出
定
身
モ
雪
ニ
ウ
ツ
モ
レ
袖
ニ
モ
霰
ツ
モ
レ
ル
ニ
雪
．
後
チ
又
ア
ラ
レ
ニ
成
。
ケ
ル

　
モ

シ
ラ
レ
テ
（
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
巌
ノ
上
－
岩
ホ
．
上
（
興
b
）
イ
ワ
ホ
カ
上
（
穂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
カ
　
　
へ

　

岩
ヲ
カ
上
（
東
永
・
慶
文
）
○
此
歌
－
此
詠
寄
（
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
　
如
何
シ
テ
カ

　
ー
何
ト
シ
テ
カ
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
イ
カ
・
シ
テ
（
高
秀
）
○
入
ラ
レ
ケ

　

リ
ー
入
ニ
ケ
リ
（
興
a
）
入
ラ
レ
ニ
ケ
リ
（
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）

【通
釈
】

　
ま
た
、
華
宮
殿
の
西
側
の
谷
に
一
つ
の
大
き
な
堅
い
石
が
あ
り
、
こ
れ
を
定

　
心
石

と
名
付
け
た
。
一
本
の
松
が
あ
り
、
こ
れ
を
縄
床
樹
と
名
付
け
た
。
そ

　
の

松
の
根
元
が
二
股
に
な
っ
て
い
て
坐
る
の
に
具
合
が
よ
か
っ
た
の
で
、
常

　

に
そ
の
上
で
坐
禅
を
し
て
い
た
。

一
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石
を
拾
っ
た
島
に
つ
い
て
は
、
苅
磨
島
と
も
鷹
島
と
も
言
わ
れ
る
が
、
実
際

　
に
ど
の
島
で
拾
っ
た
か
は
不
明
。
○
南
無
五
天
諸
国
処
々
遺
跡
　
天
竺
に
あ

　
る
釈
迦
の
遺
跡
へ
の
帰
依
を
表
明
し
た
句
。
「
五
天
」
は
五
天
竺
の
こ
と
で
、
古

　
代
の
イ
ン
ド
を
東
西
南
北
と
中
央
の
五
つ
に
分
け
た
総
称
。
明
恵
が
建
保
三

　
年
（
＝
二
五
）
に
書
い
た
『
遺
跡
講
式
』
に
は
「
南
無
人
天
有
情
所
帰
依

　
処
大
聖
化
儀
処
処
遺
跡
」
（
大
正
蔵
八
四
巻
肥
頁
）
と
あ
る
。
○
同
法
　
弟
子
。

　
明
恵
は
弟
子
を
「
同
法
」
「
同
行
」
等
と
呼
ん
だ
。
○
千
輻
輪
…
…
踏
留
．
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
ヘ
ル
石
　
仏
足
石
の
こ
と
。
「
千
輻
輪
」
は
仏
の
足
の
裏
に
あ
る
千
の
輻
の
車

　
輪
の
紋
様
で
、
仏
の
三
十
二
相
の
一
。
玄
　
の
『
大
唐
西
域
記
』
な
ど
に
も

　
天
竺
内
の
仏
足
石
に
関
す
る
記
事
が
散
見
す
る
。
『
遺
跡
講
式
』
で
は
摩
掲
提

　
国
の
仏
足
石
を
取
り
上
げ
て
、
釈
迦
如
来
が
入
滅
の
前
に
石
の
上
に
立
っ
て

　
足
跡
を
残
し
た
こ
と
と
を
記
し
、
「
其
双
足
跡
、
長
一
尺
八
寸
、
広
余
六
寸
。

　
両
足
倶
有
輪
相
、
十
指
皆
帯
花
文
。
魚
形
映
起
、
光
明
時
照
」
（
大
正
蔵
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ッ
デ
イ
ヤ
　
ナ

　
巻
03
頁
）
と
足
跡
の
形
状
が
書
か
れ
る
。
○
蘇
婆
河
ト
云
河
．
辺
　
■
杖
那

　
　
　

　
　
　
　
　
シ
ュ
バ
ヴ
ァ
ス
ト
ウ

　
国
に
あ
る
蘇
婆
伐
窒
堵
河
で
、
現
在
の
ス
ワ
ー
ト
河
。
ス
ワ
ー
ト
河
流
域
は

　
ガ
ン
ダ
ー
ラ
遺
跡
が
多
く
残
る
。
○
蘇
婆
石
　
蘇
婆
河
に
ち
な
ん
だ
名
。
○

　
冠
者
原
　
分
別
の
な
い
無
頼
の
者
た
ち
。
「
原
（
ば
ら
）
」
は
人
に
つ
く
接
尾

　
語

で
、
複
数
を
示
す
。
○
薫
力
　
身
に
蓄
積
さ
れ
た
潜
在
的
な
力
。
『
行
状
』

と
高
山
寺
秀
智
本
は
「
薫
力
」
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
は
「
薫
加
」
。
「
薫
加
」
の

場
合
、
薫
習
（
習
慣
的
と
な
っ
て
身
に
付
く
影
響
）
が
加
え
ら
れ
る
意
と
な

　
る
。
○
慈
悲
．
等
流
　
「
等
流
」
は
原
因
と
同
じ
性
質
を
持
つ
結
果
の
こ
と
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
場
に
い
た
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
涙
を
流
し
て
歓
喜
し
た
の
が
、

如
来
の
慈
悲
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。

【参
考
】
◆
『
漢
文
行
状
』
巻
中
「
又
或
時
同
法
親
族
数
輩
相
伴
．
渡
．
海
中
嶋
三
、

　
数
日
之
間
止
宿
遊
覧
．
、
遙
望
二
西
海
．
｝
霞
中
二
有
嶋
一
、
擬
シ
テ
彼
嶋
天
竺
三
屡

作
礼
拝
．
一
唱
云
、
南
無
五
天
諸
国
処
々
遺
跡
云
々
、
長
幼
上
下
同
作
此
礼
．
↓
、

　
上
人
告
云
、
天
竺
者
如
来
本
生
．
国
也
、
彼
国
二
多
有
如
来
千
輻
輪
ノ
足
跡
一
、

就
レ
中
■
杖
那
国
蘇
婆
卒
堵
河
流
、
殊
多
．
如
レ
此
霊
跡
一
、
彼
河
水
流
入
一
ア
大

　
海
三
悉
成
一
味
．
賊
水
ト
一
和
合
無
隔
．
一
此
礒
辺
．
石
染
彼
海
水
二
一
、
山
豆
非
遺
跡
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ラ
サ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ボ

　
形
見
三
乎
、
又
依
テ
急
雨
二
一
入
窟
ノ
内
三
、
省
ユ
対
ヵ
ト
程
波
羅
龍
窟
ノ
真
影
ノ
前
三
、

　
凡
所
．
相
伴
．
一
、
道
俗
上
下
百
余
人
五
六
日
間
罷
．
眠
．
一
調
テ
音
．
一
作
此
礼
拝
．
一
、

　
至
マ
デ
無
情
凡
卑
之
類
三
、
拭
随
喜
．
涙
．
一
、
成
感
悦
．
思
．
一
、
今
想
二
此
．
因

　
縁
．
一
皆
ナ
是
．
衆
生
悉
有
仏
性
．
薫
力
、
如
来
大
悲
方
便
．
等
流
也
、
其
時
取
一

　
怪
石
．
一
、
是
誠
心
所
感
動
一
之
石
也
、
伍
擬
蘇
婆
卒
堵
河
三
、
名
蘇
婆
石
ト
一
持

　
之
．
一
、
即
詠
一
首
↓
云
、
遺
跡
乎
洗
詔
．
水
毛
入
海
乃
石
登
思
辺
波
牟
都
末
之
幾
哉
云
々
」

　
（
㎜頁
）

【考
察
】
『
高
山
寺
縁
起
』
の
「
拐
伽
山
」
の
説
明
（
5
1
・
5
2
頁
）
に
は
、
当
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

　
歌
詞
書
よ
り
詳
細
な
蘇
婆
石
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
明
恵
は
蘇
婆
石
を
宝
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
片
時
も
肌
身
か
ら
離
さ
な
か
っ

た
が
、
晩
年
に
禅
河
院
へ
移
住
す
る
に
あ
た
り
弟
子
の
高
信
へ
石
を
託
し
た

と
い
う
。
さ
ら
に
高
信
は
明
恵
の
形
見
と
し
て
大
切
に
し
て
い
た
が
、
上
人

　
の
信
者
で
あ
っ
た
藤
原
盛
兼
が
明
恵
を
偲
ん
で
悲
嘆
に
く
れ
て
い
た
の
で
、

高
信
は
盛
兼
に
こ
の
石
を
献
呈
し
、
盛
兼
は
歓
喜
園
山
荘
の
上
人
御
影
所
に

　
こ
の
石
を
安
置
し
て
上
人
を
追
慕
し
た
と
あ
る
。

⑩

入
滅
近

ク
成
テ
、
此
石
二
自
ラ
書
付
給
ケ
ル

　
我

ナ
ク
テ
後
二
愛
ス
ル
人
ナ
ク
ハ
飛
テ
カ
ヘ
レ
ネ
高
嶋
ノ
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
四
丁
裏
（
岩
波
ぷ
頁
）

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
入
滅
－
御
入
滅
（
高
秀
）
○
成
テ
ー
成
玉
テ
（
高

　
秀
）
○
自
ラ
ー
自
筆
二
（
物
）
○
給
ケ
ル
ー
給
ケ
リ
（
興
a
）
○
愛
ス
ル
ー
ア
ヒ
ヌ
ル
（
物
）
○
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
イ
　
　
　

　
テ
ー
問
テ
（
東
永
）
○
カ
ヘ
レ
ネ
ー
返
ネ
（
興
a
）
カ
ヘ
レ
ナ
　
（
高
秀
）
カ
ヘ
リ
ネ
（
穂
・
東
永
）

一
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【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
華
宮
殿
－
又
花
宮
殿
（
高
秀
）
○
ヲ
置
リ
ー
ア

　

リ
（
高
秀
）
○
是
バ
ー
な
し
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
下
向
ノ
時
－
下
向
ス

　
ル
事
有
テ
同
法
井
二
親
類
ト
共
二
（
興
a
・
興
b
）
下
向
ス
ル
事
ア
リ
キ
同
朋
井
親
族
共
二
（
物
・

　
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
逗
留
ス
ー
留
一
．
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
其
時
－
遙
。

　
（
興
a
・
物
・
穂
・
東
永
）
遙
ノ
（
興
b
）
○
カ
ス
ミ
テ
ー
カ
タ
ス
ミ
テ
（
穂
）
○
天
竺
。
ー
五
天
竺
。
（
高

　
秀
）
○
准
ヘ
テ
ー
成
テ
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
礼
拝
ヲ
ナ
ス
ー
礼
拝
．
成
．
（
興

　

b
）
礼
拝
．
致
．
（
高
秀
）
○
多
ク
ノ
同
法
…
…
告
テ
日
－
な
し
（
高
秀
）
○
男
子
－
男
女
（
興
b
）

　
○
同
礼
拝
－
同
此
礼
拝
（
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
）
○
進
テ
ー
進
．
（
慶
文
）
○
天
竺
。
1
天
竺
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ
ャ
ウ
ナ

　
（
物
）
○
石
ア
リ
ー
ア
リ
（
興
b
）
石
多
．
，
（
高
秀
）
○
蘇
婆
河
－
烏
杖
那
国
蘇
婆
率
堵
河
（
慶

　
文
）
○
其
河
－
此
河
（
興
a
・
慶
文
）
○
同
ジ
塩
二
染
リ
タ
ル
石
－
其
染
タ
ル
石
（
興
a
）
其
塩
二

　
染
．
ル
石
（
物
・
穂
・
東
永
）
シ
ホ
ニ
染
リ
タ
ル
石
（
慶
文
）
○
ナ
レ
バ
ト
テ
ー
ナ
レ
バ
（
興
b
・

　
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
此
礒
ノ
石
ヲ
取
テ
蘇
婆
石
ト
名
ケ
ー
な
し
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・

　
東
永
・
慶
文
）
○
形
見
ト
思
ヒ
ー
形
見
ト
覚
テ
（
興
a
・
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
形
見
思
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ハ

　
（
物
）
〇
七
ヶ
日
ノ
間
…
…
理
リ
ニ
覚
ユ
ー
浪
ノ
音
。
心
ヲ
洗
ヒ
一
七
日
マ
一
．
礼
拝
．
（
高
秀
）
○
浪
ノ
音
。
1

　
浪
二
（
穂
）
○
イ
ヒ
シ
ラ
ヌ
ー
シ
ラ
ヌ
（
物
）
○
成
サ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
ー
無
不
．
ト
成
一
（
興
a
・
物
）

　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト

　
成
．
（
興
b
）
○
誠
ニ
ー
誠
ニ
ハ
（
物
）
○
衆
生
バ
ー
衆
生
ニ
ハ
（
物
）
○
薫
力
－
薫
加
（
興
a
・
興
b
・

　
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
此
礒
．
石
－
其
石
（
高
秀
）
○
持
シ
テ
身
ヲ
放
チ
給
ハ
ヌ
ー
取
蘇
婆
率

　
堵
河
．
石
二
准
ア
蘇
婆
石
ト
名
ク
在
々
処
々
二
身
離
事
無
（
興
a
・
東
永
・
慶
文
）
取
．
ア
蘇
婆
率
堵
河
．
石
ニ

　
ナ
ソ
ラ
ヘ
テ
蘇
婆
石
ト
号
．
在
々
処
々
。
身
．
放
．
事
ナ
シ
（
興
b
・
物
・
穂
）
持
．
．
ア
身
．
放
玉
ハ
．
（
高
秀
）

　
○
思
．
ツ
“
ケ
給
フ
ー
思
ツ
ヅ
ケ
ラ
レ
ケ
リ
（
興
a
・
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
連
．
給
．
（
高
秀
）

　
被
思
烈
（
物
）

【通
釈
】

　
華
宮
殿
の
東
側
の
欄
干
の
上
に
一
つ
の
石
を
置
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
以
前

　
紀
州
に
下
向
し
た
と
き
、
海
に
浮
か
ぶ
島
に
四
五
日
の
間
滞
在
し
た
こ
と
が

　
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
、
西
の
沖
に
島
が
霞
ん
で
見
え
た
の
を
イ
ン
ド
に
な

　
ぞ
ら
え
て
、
「
南
無
五
天
諸
国
処
々
遺
跡
（
五
天
竺
の
諸
国
に
あ
る
遺
跡
に
帰

依
し
ま
す
）
」
と
唱
え
て
、
泣
く
泣
く
礼
拝
し
た
。
多
く
の
弟
子
や
親
類
の
男

子
等
が
お
り
、
彼
ら
に
同
じ
よ
う
に
礼
拝
す
る
よ
う
勧
め
て
、
「
イ
ン
ド
に
は

足
裏
に
千
輻
輪
相
を
持
っ
た
釈
迦
如
来
の
足
跡
が
留
め
ら
れ
た
石
が
あ
る
。

と
く
に
、
北
イ
ン
ド
の
蘇
婆
河
と
い
う
河
の
あ
た
り
に
は
釈
迦
如
来
の
御
遺

跡
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
河
の
水
も
こ
の
大
海
に
注
い
で
い
る
と
す
る

と
、
同
じ
海
の
塩
水
に
染
ま
っ
た
石
で
あ
る
か
ら
」
と
言
っ
て
、
こ
の
磯
の

石

を
取
っ
て
蘇
婆
石
と
名
付
け
、
如
来
の
御
遺
跡
の
形
見
と
思
い
、
七
日
の

間
、
昼
夜
を
通
し
、
松
風
で
眠
気
を
覚
ま
し
、
波
の
音
に
声
調
を
合
わ
せ
て

礼
拝
を
し
た
と
こ
ろ
、
と
る
に
た
り
な
い
従
者
た
ち
ま
で
が
す
べ
て
涙
を
流

　
し
て
感
激
し
た
の
で
あ
っ
た
。
誠
に
衆
生
に
も
仏
と
な
る
力
が
あ
り
、
こ
の

　
よ
う
な
こ
と
も
如
来
の
慈
悲
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
如
来
と
縁
の
あ
る
も

　
の

に
感
動
す
る
の
も
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
磯
の
石
を
持
ち
帰
り
、
肌

身
か
ら
お
放
し
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
首
を
思
っ
て
続
け
て
詠
ま

　
れ
た
。

　
　
　
天
竺

に
あ
る
如
来
の
遺
跡
に
注
い
だ
雨
水
も
蘇
婆
河
を
経
由
し
て
海
に

　
　
　
流
れ
込

み
、
紀
州
の
海
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
う
思
う
と
こ
の
海
に

　
　
　

ひ
た
さ
れ
た
石
は
、
如
来
に
縁
の
あ
る
も
の
と
し
て
な
つ
か
し
く
思
わ

　
　
　

れ
る
よ
。

【語
釈
】
○
華
宮
殿
　
↓
④
【
語
釈
】
。
○
高
欄
　
建
物
の
濡
れ
縁
な
ど
に
設
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
た
手
す
り
。
『
高
山
寺
縁
起
』
（
5
頁
）
に
「
花
宮
殿
東
．
高
欄
．
上
二
構
．
台
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
ズ
一
．
霊
石
．
一
、
名
蘇
婆
石
ト
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蘇
婆
石
は
高
欄
に
設
け

　
ら
れ
た
台
に
安
置
さ
れ
た
。
○
先
年
　
『
漢
文
行
状
』
巻
中
で
は
「
建
久
末
比

　
下
向
紀
州
二
一
…
」
に
続
く
記
事
の
後
に
、
当
該
歌
の
逸
話
が
「
又
或
時
…
」

　
と
続
く
。
明
恵
が
建
久
末
に
紀
州
へ
下
向
し
た
の
は
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）

　
二
六
歳
の
こ
と
。
○
海
中
．
嶋
　
『
漢
文
行
状
』
巻
中
（
1
9
頁
）
で
は
湯
浅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
海
の
島
と
し
て
苅
磨
島
（
苅
藻
島
）
・
鷹
島
・
久
礼
島
を
あ
げ
て
い
る
。
蘇
婆

一
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○
倶
舎
．
頒
　
世
親
著
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
本
頒
』
一
巻
。
イ
ン
ド
の
部
派
仏

　
教

の
一
大
部
派
で
あ
っ
た
説
一
切
有
部
の
教
義
を
掲
煩
に
ま
と
め
た
も
の
。

　
こ
の
偏
煩
に
世
親
が
注
釈
を
加
え
た
の
が
『
倶
舎
論
』
三
十
巻
。
い
ず
れ
も

　
玄
笑

に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
、
日
本
で
も
仏
教
の
基
礎
学
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ

　
た
。
○
智
断
恩
ノ
三
徳
　
「
智
徳
」
「
断
徳
」
「
恩
徳
」
の
三
つ
の
徳
。
↓
【
語

　
釈
】
「
三
徳
」
。
○
諸
一
切
種
諸
冥
滅
　
【
語
釈
】
「
如
理
ノ
正
法
」
で
あ
げ
た

　

『倶
舎
論
』
の
偏
の
冒
頭
部
分
。
○
高
ク
カ
ケ
ツ
ク
リ
タ
ル
谷
ヨ
リ
　
高
く

　
懸
け
て
造
っ
た
花
宮
殿
の
下
の
谷
か
ら
、
の
意
。
『
高
山
寺
縁
起
』
に
は
花
宮

　
殿
に
つ
い
て
「
前
向
テ
深
谷
一
懸
ヶ
造
．
リ
」
と
あ
り
、
花
宮
殿
が
榜
伽
山
の
斜
面

　
か

ら
谷
に
さ
し
か
け
て
造
る
懸
造
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
○
峯
ノ
嵐
　
峰

　
か

ら
吹
き
下
ろ
す
激
し
い
風
。
○
諸
一
切
種
　
詞
書
の
「
次
デ
ニ
諸
一
切
種

　
諸
冥
滅
ト
上
タ
レ
バ
」
を
受
け
た
表
現
。
前
掲
『
倶
舎
論
』
の
掲
頒
冒
頭
。
○

為
兼
卿
　
京
極
為
兼
（
一
二
五
四
－
一
三
三
二
）
。
『
玉
葉
和
歌
集
』
の
撰
者
。

感
覚
を
重
視
し
た
新
鮮
な
歌
風
で
鎌
倉
歌
壇
に
刺
激
を
与
え
、
京
極
派
の
祖

　
と
さ
れ
る
。
為
兼
の
歌
論
『
為
兼
卿
和
歌
抄
』
に
は
、
「
た
“
明
恵
上
人
の
遣

　
心
和
寄
集
序
に
か
・
れ
た
る
や
う
に
『
す
く
は
心
の
す
く
な
り
。
い
ま
だ
必

ず
し
も
詞
に
よ
ら
じ
。
や
さ
し
き
は
心
や
さ
し
き
也
。
な
ん
ぞ
さ
だ
め
て
姿

　
に
し
も
あ
ら
む
』
と
て
、
心
に
思
事
は
そ
の
ま
・
に
よ
ま
れ
た
れ
ば
、
世
の

　
つ
ね
の
に
お
も
し
ろ
き
も
あ
り
」
と
、
散
侠
し
た
明
恵
の
『
遣
心
和
歌
集
』

序
が
引
用
さ
れ
、
為
兼
が
明
恵
詠
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
為
兼
が
当
該
歌
「
峯
ノ
嵐
二
…
」
を
評
価
し
た
事
実
は
知
ら
れ
な

　
い
。
「
後
日
二
人
語
云
為
兼
卿
…
」
以
下
の
部
分
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
異
同
が

あ
り
、
穂
久
遡
本
や
東
大
寺
永
正
本
の
よ
う
に
「
私
注
云
…
」
を
冒
頭
に
持

　
つ
伝
本
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
代
の
増
補
と
見
ら
れ
る
。
○
ヨ
リ
ス
ヂ
リ
タ

　
ル
物
　
身
を
よ
じ
る
よ
う
に
苦
悩
し
て
詠
ん
だ
歌
。

【参
考
】
↓
⑦
【
参
考
】
。

【考
察
】
当
該
歌
は
、
『
伝
記
』
諸
本
の
う
ち
古
態
を
残
す
慶
応
貞
治
本
・
高
山

寺
慶
長
四
年
本
・
高
山
寺
秀
智
本
に
収
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
後
に
増
補

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
の
後
に
書
か
れ
る
「
後
日
二
人
語
云
」
で

は
じ
ま
る
為
兼
に
よ
る
明
恵
詠
の
讃
嘆
記
事
は
、
興
福
寺
a
本
は
版
本
に
比

　
べ
て
簡
略
な
記
述
で
あ
り
、
穂
久
週
本
・
東
大
寺
永
正
本
は
「
後
日
」
の
前

　
に
「
私
注
云
」
と
あ
る
。
興
福
寺
b
本
で
は
、
為
兼
の
讃
嘆
記
事
が
「
或
日
、

華
宮
殿
ノ
縁
ノ
畔
リ
ニ
」
の
前
に
書
か
れ
る
な
ど
、
諸
本
に
よ
っ
て
相
違
が

あ
り
、
こ
の
部
分
も
後
代
補
わ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
該

歌
の
詞
書
冒
頭
「
或
日
、
華
宮
殿
．
縁
．
畔
リ
ニ
経
行
ス
ル
ニ
…
…
」
は
、
『
歌

集
』
辺
の
詞
書
「
拐
伽
山
ノ
禅
堂
ニ
イ
リ
テ
出
観
ノ
ノ
チ
、
闇
々
タ
ル
ク
ラ
キ

ヤ
ミ
ニ
縁
ノ
辺
二
経
行
ア
リ
テ
…
…
」
と
似
た
状
況
だ
が
、
和
歌
は
異
な
る
。

⑨

華
宮
殿
．
東
，
高
欄
．
上
二
一
，
石
ヲ
置
リ
、
是
ハ
先
年
紀
州
二
下
向
．
時
、
海
中
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
キ

嶋
二
四
五
日
逗
留
．
。
其
時
西
．
沖
二
嶋
ノ
カ
ス
ミ
テ
見
ヘ
タ
ル
ヲ
天
竺
二
思
．

准
ヘ
テ
、
南
無
五
天
諸
国
処
々
遺
跡
ト
唱
テ
、
泣
々
礼
拝
ヲ
ナ
ス
。
多
ク
ノ

同
法
亦
親
族
．
男
子
等
ア
リ
。
同
礼
拝
ヲ
進
テ
告
テ
日
、
天
竺
二
如
来
．
千
輻

輪
．
御
足
．
跡
ヲ
踏
留
．
給
ヘ
ル
石
ア
リ
。
殊
二
北
天
竺
二
蘇
婆
河
ト
云
河
．
辺
二

如
来
．
御
遺
跡
多
ク
ア
リ
。
其
河
．
水
モ
此
．
海
二
入
レ
バ
同
．
塩
二
染
リ
タ
ル
石

ナ
レ
バ
ト
テ
、
此
礒
．
石
ヲ
取
テ
蘇
婆
石
ト
名
ケ
御
遺
跡
．
形
見
ト
思
．
、
七
ヶ

日
．
間
、
夜
昼
松
．
嵐
二
眠
ヲ
覚
シ
、
浪
．
音
二
声
ヲ
調
テ
礼
拝
ヲ
ナ
ス
ニ
、
イ

ヒ
シ
ラ
ヌ
冠
者
原
マ
デ
モ
涙
ヲ
拭
テ
歓
喜
．
思
ヲ
成
サ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
。

マ
コ

ト

誠
二
衆
生
ハ
仏
性
．
薫
力
ア
レ
バ
、
是
マ
デ
モ
如
来
．
慈
悲
ノ
等
流
ナ
レ
バ
、
因

　
　
　
　
コ
ト
ハ

縁
感
動
モ
理
リ
ニ
覚
ユ
。
此
礒
．
石
ヲ
持
シ
テ
身
ヲ
放
チ
給
ハ
ヌ
。
伍
一
首

思
ヒ
ツ
“
ケ
給
フ

　
遺
跡
ヲ
洗
ヘ
ル
水
モ
入
海
ノ
石
ト
思
ヘ
バ
ナ
ツ
カ
シ
キ
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
四
丁
表
裏
（
岩
波
蝿
頁
）
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永
）
○
教
へ
給
シ
カ
ー
教
へ
給
ヘ
シ
（
興
b
）
教
へ
給
へ
（
穂
）
教
へ
給
工
（
東
永
）
○
嘆
給
ケ
リ

　
ー
ホ
メ
給
ケ
ル
ト
云
々
（
穂
・
東
永
）
ホ
メ
給
ケ
リ
（
慶
文
）
★
「
後
日
．
～
嘆
給
ケ
リ
」
部
分
、

　
「
或
日
、
華
宮
殿
．
縁
．
畔
リ
ニ
経
行
ス
ル
ニ
」
の
前
に
有
り
（
興
b
）

【通
釈
】
あ
る
日
、
華
宮
殿
の
縁
の
あ
た
り
で
経
行
を
し
て
い
る
と
、
三
密
の
修
行
や

　
一
理
の
坐
禅
は
、
と
も
に
皆
仏
法
の
奥
義
で
あ
り
、
他
の
人
と
同
じ
で
な
く

　
て

も
、
志
に
従
っ
て
修
行
し
た
こ
と
は
人
間
界
の
思
い
出
に
な
る
と
思
わ
れ

　
た
。
私
の
偉
大
な
師
で
あ
る
釈
尊
は
、
染
汚
・
不
染
汚
の
二
種
の
無
知
を
断

　
ち
、
衆
生
の
た
め
に
理
に
応
じ
た
教
え
を
授
け
て
、
泥
地
の
よ
う
に
抜
け
出

　
し
が
た
い
生
死
の
世
界
か
ら
出
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
三
徳
が
満
ち
足
り
た
功
徳
に
つ
い
て
、
す
ば
ら
し
く
理
解
さ
れ
た
と
き

　
に
、
昔
幼
か
っ
た
こ
ろ
暗
諦
し
て
い
た
倶
舎
論
の
偏
煩
の
は
じ
め
に
如
来
の

　
智
・
断
・
恩
の
三
徳
が
説
か
れ
て
い
た
が
、
昼
夜
そ
の
文
を
唱
え
て
、
そ
の

　
意
味
を
学
び
、
今
こ
の
大
乗
の
き
わ
め
て
深
く
す
ぐ
れ
た
法
門
に
入
る
ま
で

年
月
を
重
ね
た
こ
と
が
感
慨
深
く
思
わ
れ
て
、
「
諸
一
切
種
諸
冥
滅
」
と
読
み

　
上

げ
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
山
の
斜
面
に
高
く
懸
け
て

　
造
っ
た
花
宮
殿
の
下
の
谷
か
ら
入
相
の
鐘
の
声
が
す
ぐ
に
聞
こ
え
て
き
た
の

　
で
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
。

　
　
　
峯
か

ら
吹
き
お
ろ
す
風
に
「
諸
一
切
種
」
と
唱
え
る
と
、
谷
の
ほ
う
か

　
　
　
ら
時
を
知
ら
せ
る
入
相
の
鐘
の
音
が
す
る

　
後
日
、
人
が
語
っ
て
三
口
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
為
兼
卿
が
こ
の
歌
を
賞
め
て
、

　

「
こ
れ
こ
そ
素
晴
ら
し
い
歌
だ
、
歌
の
手
本
に
す
べ
き
で
あ
る
。
昔
の
賢
人

　
も
こ
の
よ
う
に
詠
め
と
お
教
え
に
な
っ
た
の
だ
。
今
の
世
の
身
を
よ
じ
る
よ

　
う
に
苦
悩
し
て
詠
ん
だ
歌
は
、
皆
、
詠
歌
の
本
意
を
失
っ
て
い
る
」
と
お
嘆

　
き
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【語
釈
】
○
華
宮
殿
　
↓
④
【
語
釈
】
。
○
経
行
　
坐
禅
の
眠
気
や
疲
労
を
さ
ま

す
た
め
に
、
一
定
の
場
所
を
め
ぐ
り
歩
く
こ
と
。
〇
三
密
．
行
法
手
に
印
を

結
ぶ
身
密
、
口
に
真
言
を
と
な
え
る
口
密
、
心
に
仏
を
観
想
す
る
意
密
の
三

つ
の
修
行
方
法
。
○
一
理
ノ
坐
禅
　
一
つ
の
道
理
で
あ
る
坐
禅
。
「
道
理
」
は

当
然
そ
う
あ
る
べ
き
筋
道
の
意
。
こ
こ
で
は
悟
り
に
至
る
べ
き
方
法
と
し
て

の

坐
禅
の

こ
と
。
○
玄
底
　
奥
義
。
○
齊
シ
カ
ラ
ズ
　
「
齊
」
は
「
ひ
と
し

い
」
意
。
○
染
汚
不
染
汚
　
「
染
汚
」
は
心
を
汚
す
煩
悩
の
こ
と
。
こ
こ
で
の

「不
染
汚
」
は
「
不
染
汚
無
知
」
の
こ
と
で
、
煩
悩
の
汚
れ
を
離
れ
て
い
る

が
智
慧
が
劣
り
正
し
く
物
事
を
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
。
慧
遠
著
『
大

乗
起
信
論
義
疏
』
に
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
第
六
を
引
い
て
「
又
雑
心
云
、

如
来
断
除
、
二
種
無
知
、
一
者
断
染
汚
、
二
者
断
不
染
汚
」
と
あ
り
、
『
阿
毘

曇
毘
婆
沙
論
』
巻
三
十
七
に
「
復
次
若
永
断
二
種
無
知
、
謂
染
汚
不
染
汚
、

是
名
為
仏
」
と
あ
る
。
○
如
理
ノ
正
法
　
衆
生
の
た
め
の
道
理
に
応
じ
た
仏
の

教
え
。
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
以
下
、
『
倶
舎
論
』
と
す
る
）
第
一
「
分
別
界
品

第
一
」
に
、
倶
舎
煩
の
冒
頭
部
分
「
抜
衆
生
出
生
死
泥
、
敬
礼
如
是
如
理
師

…
…
」
を
解
説
し
て
「
能
く
方
便
を
も
っ
て
如
理
の
正
教
を
説
き
て
、
生
死

の

泥
従
り
衆
生
を
抜
て
出
し
む
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
た
も
の
。
○
生
死
．

泥
　
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
り
し
な
が
ら
迷
い
の
世
界
に
輪
廻
し
て
抜
け

出
せ
な
い
こ
と
を
泥
に
喩
え
た
表
現
。
前
掲
の
『
倶
舎
論
』
冒
頭
の
掲
頒
に

お
け
る
「
抜
衆
生
出
生
死
泥
」
を
ふ
ま
え
る
。
〇
三
徳
　
仏
の
悟
り
に
備
わ

る
三
つ
の
徳
。
衆
生
に
恵
み
を
与
え
る
「
恩
徳
」
、
煩
悩
を
断
ち
切
る
「
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
サ
ナ

徳
」
、
一
切
を
見
通
す
「
智
徳
」
の
三
。
○
昔
シ
稚
力
リ
シ
時
…
　
九
歳
で
神

護
寺
に
入
っ
た
明
恵
が
叔
父
上
覚
か
ら
は
じ
め
に
学
ん
だ
の
が
倶
舎
煩
で

あ
っ
た
。
『
行
状
』
下
巻
・
『
伝
記
』
下
巻
（
4
1
丁
表
）
に
は
、
明
恵
の
臨
終

間
際
の
こ
と
ば
と
し
て
、
「
幼
年
ノ
当
初
、
諸
一
切
種
諸
冥
滅
、
抜
衆
生
出
生

死
泥
、
敬
礼
如
是
如
理
師
ト
読
，
始
シ
ョ
リ
、
志
．
ト
コ
ロ
偏
二
聖
教
．
深
旨
．
エ
テ
、

名
利
・
繋
縛
二
纏
．
ザ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
ノ
ミ
思
キ
」
（
『
行
状
』
7
8
頁
）
と
あ
る
。

一
（2）一



　

『明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
和
歌
注
釈
（
二
）

　
　

平
　
野
　
多
　
恵
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本
稿
は
『
明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
歌
全
2
5
首
中
、
⑧
～
⑯
の
九
首
に
関
す
る
注
釈
で
あ
る
。

①
～
⑦
の
七
首
は
「
『
明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
和
歌
注
釈
（
一
）
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
大
学

短
期
大
学
部
研
究
紀
要
第
三
十
七
集
』
二
〇
〇
六
）
に
掲
載
し
た
。
残
り
の
⑰
～
⑳
に
つ

い
て

は
次
稿
を
期
す
。
凡
例
お
よ
び
【
語
釈
】
【
考
察
】
で
示
し
た
「
↓
④
【
語
釈
】
」
等
の

参
照
事
項
は
、
前
稿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

〈凡
例
補
足
〉

文
中
の
引
用
資
料
の
所
在
（
頁
数
な
ど
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
略
称
を
用
い
た
場
合
は

↓
の
下
に
示
し
た
。

『高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
（
『
明
恵
上
人
資
料
　
第
二
東
京
大
学
出
版
会
）
↓
『
行
状

（仮
名
行
状
）
』
『
漢
文
行
状
』
、
『
明
恵
上
人
歌
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
中
世
和
歌
集
鎌

倉
篇
』
所
収
「
明
恵
上
人
歌
集
」
岩
波
書
店
）
↓
『
歌
集
』
、
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
（
『
国
訳

一
切
経
　
論
部
　
第
H
巻
』
）
、
『
高
山
寺
縁
起
』
（
『
明
恵
上
人
資
料
　
第
一
』
）
、
『
古
今
著
聞

集
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
、
『
五
秘
密
』
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版

会
）
。
そ
の
他
、
経
典
の
引
用
は
大
正
新
修
大
蔵
経
に
、
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』

に
拠
っ
た
。〈注

釈
〉

或
日
、
華
宮
殿
．
縁
．
畔
リ
ニ
経
行
ス
ル
ニ
、
三
密
．
行
法
一
理
．
坐
禅
、
共
二
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　

　
　
仏
法
．
玄
底
ナ
リ
、
人
ト
齊
シ
カ
ラ
ズ
ト
モ
、
志
．
行
，
処
人
界
．
思
出
ト
覚
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
　
　
マ

　
　
ニ

、
我
大
師
釈
尊
、
染
－
汚
不
染
－
汚
二
種
．
無
知
．
断
ジ
テ
、
衆
生
．
為
二
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ミ
ジ
ク

　
　
理
．
正
法
ヲ
授
テ
生
死
．
泥
ヲ
出
．
給
．
。
三
徳
円
満
．
功
徳
、
有
便
思
．
知
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
　
　
ヲ
サ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ら
　

　
　
次
デ
ニ

、
昔
シ
稚
カ
リ
シ
時
、
諸
二
諦
セ
シ
倶
舎
．
煩
．
始
二
、
如
来
．
智
断

　
　
恩
、
三
徳
ヲ
説
ル
ヲ
、
昼
夜
其
文
ヲ
請
シ
、
其
義
ヲ
学
ビ
テ
、
今
此
．
大
乗

　
　
甚
深
．
妙
門
二
入
マ
デ
年
ヲ
積
ル
事
哀
二
覚
ヘ
テ
、
次
デ
ニ
諸
一
切
種
諸
冥

　
　
滅
ト
上
タ
レ
バ
、
高
ク
カ
ケ
ツ
ク
リ
タ
ル
谷
ヨ
リ
入
逢
．
鐘
．
声
ト
リ
ア
ヘ

　
　
ズ
聞
ユ
レ
バ

⑧

峯
ノ
嵐
二
諸
一
切
種
ト
上
タ
レ
バ
谷
ヨ
リ
告
ル
入
逢
ノ
鐘

　
　
後

日
二
人
語
云
、
為
兼
卿
、
此
歌
ヲ
讃
テ
云
、
是
コ
ソ
ウ
ル
ワ
シ
キ
歌
ニ
テ

　
　

ア
レ
。
歌
．
手
本
ニ
ス
ベ
シ
。
先
賢
モ
カ
ク
読
メ
ト
コ
ソ
教
へ
給
シ
カ
。
当

　
　
世

ヨ
リ
ス
ヂ
リ
タ
ル
物
ハ
皆
本
意
ヲ
失
ヘ
リ
ト
嘆
給
ケ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
上
・
四
三
丁
表
～
四
四
丁
表
（
岩
波
4
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
三
同
秀
）
○
畔
－
辺
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東

　
永
）
○
人
ト
齊
シ
カ
ラ
ズ
ー
人
ぐ
シ
カ
ラ
ス
（
興
a
・
穂
・
東
永
）
人
、
等
シ
カ
ラ
ス
（
興
b
・
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
文
）
人
ト
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ス
（
物
）
○
染
」
汚
不
染
－
汚
－
染
行
不
染
行
（
物
・
穂
・
慶
文
）
○
如
理
－

　
如
．
理
（
慶
文
）
○
無
知
－
元
智
（
物
）
元
知
（
穂
）
○
昔
シ
稚
ー
昔
サ
（
東
永
）
○
如
来
．
智
－

　
即
如
来
知
（
興
a
・
興
b
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
即
如
来
智
（
物
）
○
昼
夜
－
書
夜
（
興
a
）
○

　
カ
ケ
ツ
ク
リ
タ
ル
ー
カ
ケ
造
リ
ナ
ル
（
興
a
）
○
聞
ユ
レ
バ
ー
聞
．
ハ
後
代
二
為
兼
卿
此
歌
ヲ
ホ
ム
ル
詞
バ
カ

　
リ
ニ
也
（
興
a
）
○
後
日
二
～
嘆
給
ケ
リ
ー
な
し
（
興
a
・
物
）
○
後
日
－
私
注
云
後
日
（
穂
・
東

一
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